
被
災
地
域
の
再
興
は
停
滞

人
口
減
少
が
急
激
に
進
む

政
権
が
示
し
た
復
興
計
画
で
は
、
本
当
の
復
興
に
は
ほ
ど
遠
い
。

二
〇
二
年
か
ら
十
年
間
、
私
が
自
治
体
の
長
で
あ
れ
ば
…
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㊥山中茂樹
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遇。以降、災書をテーマに取材を続ける。
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十
年
前
、
二
〇
一
一
年
の
夏
、
私
達
は

時
の
政
権
が
示
し
た
復
興
指
針
に
背
を
向

け
、
独
自
の
道
を
選
ん
だ
。
高
台
移
転
で

は
な
く
、
「
避
災
」
の
思
想
を
取
り
入
れ
た

街
の
再
建
。
「
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は

な
く
、
「
復
興
の
ま
ち
そ
だ
て
」
。
漁
業
の

企
業
化
で
は
な
く
、
漁
業
の
公
社
化
。
日

本
経
済
の
復
興
で
は
な
く
、
日
本
社
会
の

分
権
化
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
東
北
の
反
乱

と
呼
ば
れ
た
。

奪
わ
れ
た
漁
業
地

私
は
、
十
年
前
の
三
二
一
を
知
る
数

少
な
い
首
長
と
し
て
、
震
災
復
興
の
稔
括

を
依
頼
さ
れ
、
筆
を
執
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

震
災
復
興
の
評
価
は
容
易
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
被
災
地
の
復
興
と
被
災
者
の
復

興
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
か
ら
だ
。

日
本
経
済
の
利
益
を
享
受
す
る
「
政
」
「
官
」

「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
の
日
か
ら
復
興
の
成

果
を
判
断
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
東
北
の

文
化
と
歴
史
の
中
で
呼
吸
し
て
き
た
、
生

活
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
捉
え
る
の
か
で

も
違
っ
て
く
る
。

い
ま
か
ら
思
え
ば
十
年
前
、
日
本
の
知

を
結
集
し
た
と
の
触
れ
込
み
で
メ
ン
バ
ー

が
集
め
ら
れ
た
、
復
興
構
想
会
議
の
掟
言

で
は
、
こ
の
視
座
が
文
脈
に
応
じ
、
巧
み

に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
た
。

「
被
災
地
域
の
復
興
な
く
し
て
日
本
経
済

の
再
生
は
な
い
」
。
復
興
構
想
七
原
則
の
原

則
五
に
登
場
し
た
こ
の
一
節
は
、
被
災
地

に
寄
り
添
う
が
ご
と
く
装
い
な
が
ら
、
実

は
東
北
に
「
内
国
植
民
地
」
と
し
て
の
役

割
を
露
骨
に
押
し
っ
け
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
そ
の
後
に
続
く
「
日
本
経
済
の

再
生
な
く
し
て
被
災
地
域
の
真
の
復
興
は

な
い
」
と
の
く
だ
り
が
、
ま
さ
に
日
本
財

界
の
本
音
を
垣
間
見
せ
て
い
る
こ
と
に
、

こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
は
不
覚

と
い
う
他
な
い
。

漁
業
へ
の
企
業
参
入
と
い
う
特
区
構
想

に
押
し
切
ら
れ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
を

誘
致
し
、
高
台
移
転
を
は
か
っ
た
地
域
は

ど
う
な
っ
た
か
。

漁
業
者
か
ら
漁
業
権
を
奪
い
、
が
ら
空

き
に
な
っ
た
沿
岸
部
を
、
東
京
の
不
動
産

業
者
が
買
い
占
め
て
い
る
と
の
う
わ
さ
が

あ
る
。
企
業
が
手
に
入
れ
た
漁
業
権
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
が
沿
岸
部
に
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
た
だ
ち
に
転
売

さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
に
せ
、
海

で
生
活
し
て
い
る
漁
業
者
の
よ
う
に
強
く

抵
抗
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
。

漁
業
参
入
を
果
た
し
た
企
業
の
雇
用
も
、

最
初
こ
そ
地
元
の
漁
業
者
を
優
先
し
て
い

た
が
、
い
ま
で
は
空
飛
ぶ
漁
業
者
、
つ
ま

り
外
国
人
労
働
者
や
被
災
地
外
か
ら
雇
わ

れ
た
者
達
が
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
。
地
元
に
根
を
張
ら
な
い
海
の
労
働
者

に
と
っ
て
、
沿
岸
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
高

台
の
ア
パ
ー
ト
で
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
に
、

さ
し
て
不
都
合
は
な
い
だ
ろ
う
。

一
九
七
〇
年
代
、
新
産
業
都
市
の
工
場

地
帯
に
中
山
間
地
か
ら
吸
い
出
さ
れ
た
労

働
者
た
ち
が
、
バ
ス
で
毎
日
運
ば
れ
て
行

っ
た
よ
う
に
、
海
の
労
働
者
た
ち
も
毎
日
、

通
勤
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
海
に
運
ば
れ

て
行
く
。

「
避
災
」
の
ま
ち
づ
く
り

一
方
、
高
台
に
移
り
住
ん
だ
お
年
寄
り

た
ち
は
す
っ
か
り
水
産
業
か
ら
離
れ
、
細
々

と
内
職
に
明
け
暮
れ
る
日
々
だ
。
都
会
に

仕
事
を
求
め
て
出
て
行
っ
た
若
者
達
も
少

な
く
な
い
と
い
う
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
折
、
被
災
地
か

ら
遠
く
離
れ
た
郊
外
の
復
興
住
宅
で
「
中

抜
け
現
象
」
と
い
う
奇
妙
な
事
態
が
生
じ

た
こ
と
を
随
分
以
前
、
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
。
神
戸
の
震
災
か
ら
十
年
後
の
復
興

住
宅
調
査
に
よ
る
と
、
震
災
前
に
比
べ
、

高
齢
者
と
未
成
年
の
割
合
は
増
え
て
い
る
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の
に
、
働
き
盛
り
の
階
層
が

大
幅
に
減
っ
て
い
た
と
い
う

の
だ
。
避
災
し
た
人
た
ち
の

多
く
は
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー

ズ
業
界
等
、
職
住
一
体
の
零

細
企
業
で
働
い
て
い
た
人
達

だ
っ
た
。

東
京
の
学
者
は
車
通
勤
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
が
、
そ
れ

は
夢
物
語
だ
。
必
然
、
遠
く

復
興
構
想
会
議
が
発
表
し
た
「
復
興
構
想
七
原
則
」

平成23年5月10日
東日本大震災復興構想会議決定

復興構想7原則

「東日本大震災復興構想金紋」においては、4月14日の第1回
会議以来、精力的に雷雛を量ね、また、一連の現地視幕を実施した。

6月未目途のr第1次提言」に先立ち、本日、当会儀は、「復興構
想7原則」を策定したので、これを公表する。
今後、この7原則に基づき、各界・各■のご意見を仰ぎつつ、さ

らに旛論を深め、未来の日本にとって希望となる復興の「雷写真」
を措いていきたいと考える。

原則1：失われたおびただしい「いのち」への追伸と鎮魂こそ、私
たち生き残った着にとって復興の起点である。この観点か
ら、鑓魂の森やモニュメントを含め、大震災の記録を永遠
に残し、広く学術関係者により科掌的に分析し、その教訓
を次世代に伝承し、国内外に発信する。

原則2：被災地の広域性・多様性を踏まえつつ、地域・コミュニテ
ィ主体の復興を基本とする。国は、復興の全体方針と制度
設計によってそれを支える。

原則3：被災した東北の再生のため、潜在力を活かし、技術革新を
伴う復旧・復興を目指す。この他に、来たるべき時代をリ
ードする経済社会の可能性を追求する。

原則4：地域社会の強い絆を守りつつ、災害に強い安全・安心のま
ち、自然エネルギー活用型地域の建設を進める。

原則5＝被災地域の復興なくして日本経済の再生はない。日本橙済
の再生なくして被災地嬢の真の復興はない。この駄雛に立
ち、大震災からの復興と日本再生の同時進行を目指す。

原則6：原発事故の早期収束を求めつつ、原発被災地への支援と復
興にはより一書のきめ細やかな配慮をつくす。

原則7：今を生きる私たち全てがこの大災書を自らのことと受け止
め、匹民全体の連帯と分かち合いによって復興を推進する
ものとする。

も
ち
ろ
ん
、
巨
大
津
波
に
対

し
て
は
「
逃
げ
る
」
だ
け
で
対

抗
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

防
潮
境
や
防
波
堤
の
整
備
は
進

め
て
い
る
し
、
将
来
的
に
は
二

〇
〇
m
間
隔
で
外
階
段
を
備
え

た
、
高
層
の
再
開
発
ビ
ル
建
設

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
土
地

を
公
費
で
買
い
上
げ
、
地
域
の

人
達
に
分
譲
、
あ
る
い
は
公
営

離
れ
た
復
興
住
宅
を
捨
て
、
都
心
部
に
移

り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
震
災
の
心
労
か
ら
か
亡
く
な

っ
た
り
、
あ
る
い
は
家
族
を
捨
て
て
蒸
発

し
た
り
、
随
所
で
家
族
崩
壊
が
起
こ
っ
た

結
果
の
現
象
だ
と
い
う
の
だ
。

十
年
前
、
時
の
宰
相
が
「
車
で
通
勤
す

る
漁
業
者
」
を
掟
案
し
た
時
、
直
感
的
に
、

神
戸
の
教
訓
を
思
い
出
し
た
。

当
時
私
は
、
学
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

っ
て
、
必
要
な
の
は
水
産
特
区
で
は
な
く
、

漁
具
、
漁
船
、
漁
港
、
流
通
等
、
生
産
手

段
の
「
復
旧
」
だ
と
考
え
た
。
東
北
の
水

産
業
は
漁
獲
の
生
産
額
に
比
べ
て
、
加
工

の
生
産
額
が
倍
の
規
模
に
の
ぼ
る
。
加
工

部
門
を
含
め
た
一
体
的
な
「
復
旧
」
こ
そ
、

地
域
の
再
興
に
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
、
私

は
ま
ず
公
社
方
式
で
沿
岸
部
に
仮
設
工
場

を
建
て
、
公
費
で
漁
船
を
買
い
付
け
、
漁

業
者
に
リ
ー
ス
方
式
で
支
給
し
た
。

「
ま
ち
」
の
復
興
は
、
実
現
に
何
年
か
か

る
か
わ
か
ら
な
い
高
台
へ
の
全
面
移
転
は

早
々
と
断
念
し
、
移
転
は
学
校
や
病
院
、

福
祉
施
設
等
の
一
部
に
と
ど
め
た
。

市
街
地
は
逃
げ
場
を
確
保
し
っ
つ
、
防

災
情
報
の
伝
達
方
法
等
も
工
夫
し
な
が
ら
、

仮
設
市
街
地
を
元
の
場
所
に
建
設
、
徐
々

に
「
ま
ち
」
と
し
て
の
熟
度
を
高
め
て
い
く
、

仮
設
市
街
地
構
想
を
採
用
し
た
。
「
ま
ち
は

つ
く
る
も
の
で
は
な
く
、
育
て
る
も
の
だ
」

と
い
う
神
戸
の
人
達
の
教
訓
を
生
か
し
た

訳
だ
。

住
宅
を
建
設
し
、
賃
貸
す
る
方
法
も
検
討

中
だ
。い

ず
れ
も
五
階
建
て
以
上
の
建
物
に
し
、

四
階
ま
で
は
公
的
施
設
に
し
て
、
津
波
に

や
ら
れ
て
も
住
民
の
生
活
に
は
支
障
が
な

い
よ
う
に
す
る
。
つ
ま
り
、
災
害
を
避
け

る
「
避
災
」
の
思
想
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
だ
。

最
終
的
な
復
興
は

「
首
都
機
能
移
転
」
で

一
方
、
職
を
失
っ
た
若
者
達
は
、
地
域

の
再
建
に
連
絡
・
調
整
役
と
し
て
か
か
わ
る
、

集
落
支
援
月
と
し
て
雇
用
し
、
主
婦
や
元

気
な
お
年
寄
り
は
、
高
齢
者
宅
や
復
興
住

宅
を
見
回
る
生
活
支
援
員
に
委
嘱
し
た
。

県
外
に
出
て
行
っ
た
人
達
を
も
う
一
皮
、

ふ
る
さ
と
へ
呼
び
戻
す
た
め
、
都
道
府
県

ご
と
に
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
配
置
し
、

広
域
避
難
者
達
が
漂
流
し
な
い
よ
う
に
配

慮
し
た
。

私
達
、
改
革
派
の
「
首
長
連
合
」
は
、

東
北
の
最
終
的
な
復
興
は
「
地
方
分
権
」
、

さ
ら
に
い
え
ば
首
都
機
能
の
移
転
し
か
な

い
、
と
考
え
て
い
る
。

災
害
は
地
域
の
脆
弱
さ
を
顕
在
化
さ
せ

る
。
鳥
取
や
新
潟
、
石
川
等
で
起
き
た
災

害
で
は
、
被
災
地
の
人
口
は
三
～
四
割
の
減

少
を
見
た
。
そ
も
そ
も
日
本
の
人
口
の
約
半

分
が
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
大
都
市
圏

に
集
中
し
て
い
る
現
状
は
異
常
と
し
か
い
い
よ

う
が
な
い
。
森
や
田
畑
を
守
り
、
海
と
共
に

生
き
る
原
日
本
人
が
急
速
に
高
齢
化
し
て

い
る
い
ま
、
日
本
は
大
変
な
危
機
に
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

こ
の
原
稿
は
架
空
の
首
長
を
執
筆
者
に
、

東
北
の
あ
る
べ
き
復
興
と
、
こ
れ
か
ら
想

定
さ
れ
る
災
害
復
興
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
形
で
書
い
た
。
読
者
が
東
日
本

大
震
災
の
復
興
に
、
複
眼
的
視
座
で
迫
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
　
◎
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